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資料 7 

第２期計画の構成 

 

基本目標単位 

 

●基本目標 (5) 

・目指す姿 

 第１期計画の基本目標・小目標を継承する

とともに、第１期計画期間に行われた推進

策定委員会や地区別計画策定委員会での

意見や、区民や団体に対するアンケート結

果等から導き出される、緑区の「目指す姿」

を表現します。 

 

・「目指す姿」を実現するためのキーワード 

 地域住民や各種団体、区役所、社協、地域 

ケアプラザが目標実現に向けて行う各種

事業・取り組みに対する方向性を提示しま

す。 

 

・現状 

 各種委員会やアンケート結果等で出され

た区の現状を整理します。 

 

・地域での取り組み紹介 

  

・区民アンケート結果等のデータ 

 関連するデータ等を記載 

 

・具体的な取り組み 

 地域や地域ケアプラザ、区社協、区役所の

各団体が行っている取り組み、または今後

行う事業等を記載します。 

第 1 期計画の構成 

 

小目標単位 

 

□基本目標 

●小目標 (15) 

・小目標の説明 

 小目標を設定する目的と、それを実現する

ための手段や方法等を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現状と課題 

 意見交換会等で提起された現状と課題を 

整理 

 

 

 

・区民アンケート調査結果（9） 

 小目標と関連する調査結果を記載 

 

・具体的な取り組み（44） 

 

・期待される担い手・内容 

 目標達成に向け、期待される担い手が取り 

組むべき方向性や事業等を提示 

 

・既に実施されている様々な取り組みの紹介 

（63） 
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基本目標１ 

地域での「つながり」のあるまちづくり（つながり） 

目指す姿を実現するためのキーワード 

目指す姿 

現 状 

今までの地域の取り組み 

＜区民アンケート結果より＞ 



区計画（案）
　

　

基本目標１

　　地域でのつながりのあるまちづくり（つながり）
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具体的な取り組み／活動内容等を記載

○自治会
○地区社協
○福祉保健活動団体…

具体的な取り組み／活動内容等を記載

具体的な取り組み／活動内容等を記載

具体的な取り組み／活動内容等を記載

○少子高齢化、核家族化が進んでいる
○近所づきあいが希薄化している
○高齢者が孤立化している現状がある（孤独死の発生など）
○地域活動の担い手が増えにくい
○世代間交流の機会が少なくなってきている
○新築マンション等の自治会加入率が低下している

現　状

　■あなたは今後、地域の方（子どもも含めて）とどの程度かかわりたいですか？〔問12〕
　　　　　　～地域の方とかかわりたいと思う程度について～

　平成21年度　みどりのわ・ささえ愛プラン

　　　　区民アンケート結果より

　具体的な取り組み

　地域の方とのかかわりについては、「機会が
あればかかわりたい」「積極的にかかわりた
い」を合わせると、85％の方が地域の方
とかかわりたいと思っています。

《区民の声》（自由意見欄から）

地域住民が顔見知りとなり、お互いに協力
してささえあえる雰囲気づくりが大切だと思
います。（40代男性）

　アンケート結果や
その他のデータ・資
料など、目指す姿の
根拠となるものを掲
載する。

個人・団体・事業者

○あいさつ、声かけで地域の活動に参加する人たちの輪が広がってきた。
○健康教室やふれあい広場（地域と子どものふれあう場）などを核として、地域のつなが
りが生まれているところもある。
○福祉まつりなどの行事を通じて、地域の団体同士のつながり・連携が生まれているとこ
ろもある。

　1期計画の「現状」を見直
し、地区別計画策定委員会等で
出た意見もふまえて、現状や地
域での取組みを記載。

今までの地域の取り組み

　住民同士が積極的にあいさつや声かけを行ったり、地域の行事や活動に参加すること
により、子どもから大人まで地域の誰もが顔見知りとなる関係づくりを進め、つながり
を持った支え合える地域を目指します。

目指す姿

　1期の具体的取り組みをふまえ、
小目標をまとめた形で『目指す姿』
を記載する。
地区別計画策定委員会で出た意見な
どもふまえる。

目指す姿を実現するためのキーワード

　具体的な取り組みから
吸い上げる。
キーワード、キャッチコ
ピーのようなイメージ。

積極的にか
かわりたい

11.3%

機会があれ
ばかかわり
たい 73.7%

あまりかかわ
りたくない

0.09970385

今はまったく
かかわりたく

ない
0.038499506

無回答
0.011846002

85％の人が地域とかかわりたい
と思っています。



■ 第２期みどりのわ・ささえ愛プラン 区計画検討資料 

基本目標と緑区の現状、そして「目指す姿」（案） 

基本目標１ 地域での「つながり」を大切にするまちづくり（つながり） 

○少子高齢化、核家族化が進んでいる 

○近所づきあいが希薄化している 

○高齢者が孤立化している現状がある（孤独死の発生など） 

○地域活動の担い手が増えにくい 

○世代間交流の機会が少なくなってきている 

○新築マンション等の自治会加入率が低下している 

今までの地域の取り組み 

現

状 

○あいさつ、声かけで地域の活動に参加する人たちの輪が広がってきた 

○健康教室やふれあい広場（地域と子どものふれあう場）などを核として、

地域のつながりが生まれているところもある 

○福祉まつりなどの行事を通じて、地域の団体同士のつながり・連携が生

まれているところもある 

目

指

す

姿 

住民同士が積極的にあいさつや声かけを行った

り、地域の行事や活動に参加することにより、子ど

もから大人まで地域の誰もが顔見知りとなる関係

づくりを進め、つながりを持った支え合える地域を

目指します。 

基本目標２ 「一人ひとりの力」が発揮できるまちづくり（人材・担い手） 

○自分の趣味や特技を地域活動に役立てたいと考えているが、きっかけが

ない 

○ボランティアに関心があるが、活動できる場所や時間が限られているの

で、参加しづらい 

○日常生活の「ちょっとしたこと」を一緒に考えたり、手伝いを頼める相

手が見つかりづらい 

○ボランティアをしたい人・関心ある人と、担い手を求めている活動とが

結びつきづらい 

○生活を支えるボランティア活動（見守り訪問・送迎・配食など）は、新

たな担い手が増えづらい 

○団体の活動や情報がその団体内部で完結していて、福祉保健活動の広が

りにつながっていない 

○福祉保健活動は、“支える人”と“支えられる人”という一方的な関係が

イメージされやすく、難しい印象がある 

今までの地域の取り組み 

現

状 

○地域ボランティア相談室（地区ボランティアセンター）を中心とした、

身近な地域で気軽に相談できる環境と解決の仕組みづくり 

○地区ボランティアセンター・地域ケアプラザ・区社協の連携による活動

への参加・仲介、相談調整の推進 

○地域ケアプラザや自治会館を活用した、集いや交流サロン、サークル活

動など、住民同士で自主的に交流する場を活かす取り組み 

○障がいのある人やその家族が講師となり、福祉教育の出前授業や勉強会

の実施、施設と地域の合同避難訓練開催など、福祉保健の啓発活動を推進 

目

指

す

姿 

誰もが自分のライフスタイルに合わせ、気軽に地

域と関わり、参加・活動できる仕組みづくりを進め、

支えあえる地域づくりを目指します。 

 また、ボランティア等の参加・仲介・支援ができ

るネットワークづくりと人材育成を進め、地域ぐる

みで福祉保健活動の活性化を目指します。 

基本目標３ みんなが活動できる「機会・場」のあるまちづくり（機会・場） 

○近くに集える「場」が少なく、活動場所の確保が難しい         

○施設の利用ルールがグループ活動の実態と合わないため、利用しづらい              

○いつも同じメンバーで集まっているだけなので、活動が広がらない              

○世代間交流できる機会がほしいが、そういった催しがない              

○他の活動グループと交流できる機会や場所が少ない。               

○地域活動の状況がわからないため、参加する機会を知ることができない。              

○施設は知っているが、自分たちの活動に利用できるかどうか、また、利

用方法・予約方法などを知らないので、利用したことがない 

今までの地域の取り組み 

現

状 

○自治会館や地域ケアプラザだけでなく、老人ホームや高齢者住宅、コミ

ュニティスペースを活用した地域活動の実施 

○広報区版やケアプラザ新聞、ホームページでの情報提供 

○介護者の集いや健康教室、プレパパ・プレママ講座など、目的別の集い

の実施 

目

指

す

姿 

多様な施設を有効活用し、身近な地域で活動でき

る「場所」の確保を目指します。 

また、同じような目的を持った人たちが、世代を

越えて気軽に集うことのできる「機会」や「場づく

り」の推進を目指します。 



基本目標４ 必要な「情報」が入手しやすいまちづくり（情報） 

○知りたいと思う情報を容易に入手することができない 

○地域ケアプラザ・地域包括支援センター・子育て支援拠点など相談機関

が整備されてきたが、それらの機関の情報が十分に行き届いていない 

○地域福祉保健活動団体の活動に関する情報が十分に行き届いていない 

○地域活動の情報が十分に伝わっていない 

○個人情報保護の観点から、個人情報を入手しづらくなっている 

今までの地域の取り組み 
現

状 

○地域ケアプラザの定期的な情報誌の発行 

○広報よこはま緑区版、社協だよりの発行 

○地区社協や自治会によるニュースの発行、ホームページの開設 

○地域活動（食事会、イベント等）における各種 PR の実施 

○防災ささえあいカード等、見守り活動の実施 

目

指

す

姿 

福祉保健に関するニーズに応じた相談先の情報

や、地域で福祉保健活動を行っている団体等に関す

る情報などを積極的に発信し、誰もが必要な時に気

軽に情報を得られる環境を目指します。 

 また、支援が必要な人の情報を、地域単位で把握

し、共有できる取り組みの推進を目指します。 

基本目標５ 「安心・安全・健康」のまちづくり（安心・安全・健康） 

○自治会未加入やプライバシーの問題で、住民同士のコミュニケーション

が上手くとれない 

○地域で防犯・防災に関する取り組みは行われているが、参加したことが

無い人もいる 

○道路上に障害物があり、安全に通行できない 

○坂道が多く気軽に外出することができない 

○健康づくりに関心があるが、取り組むきっかけがない。 

○受動喫煙対策が徹底されていない 

今までの地域の取り組み 
現

状 

○地域での防犯パトロール活動 

○地域防災訓練 

○防災ささえあいカードの取り組み 

○ミニ巡回バスの運行 

○地区社会福祉協議会などの外出支援活動 

○親子体操、町ぐるみ健康づくり教室、介護予防講座など、健康づくりに

関する取り組み 

目

指

す

姿 

災害緊急時の仕組みづくりや犯罪防止などに地

域が主体的に取り組み、誰もが安心・安全に行き交

うことができるまちづくりを目指します。 

 また、心身共に健康で快適な生活が送れるような

取り組みを進め、身近な地域でいつまでもいきいき

と活動できるまちづくりを目指します。 

 


